今月の樹「ムラサキシキブ」

　秋も深まりを見せる季節に近郊の山や郊外を歩くと、木々の色付きと共に果実の色付きが眼を楽しませてくれる。多くの木々が赤や黒紫色の実をつける中で、小粒ではあるが鮮やかな紫色の果実を見せてくれるのがムラサキシキブや同類のヤブムラサキである。
　ムラサキシキブの名前の由来は平安時代の女性作家「紫式部」からだと言われているが、もともとは紫色の実が敷き詰められたように付く「むらさきしきみ(紫敷き実)」や紫色の実が茂る「むらさきしげみ(紫茂実)」が訛ったものとされている。
ムラサキシキブ（紫式部、Callicarpa japonica）はシソ科（かってはクマツヅラ科とされていた）の落葉低木である。日本では北海道から九州、琉球列島まで広く見られ、国外では朝鮮半島と台湾に分布する。各地の林などに自生し、また果実が紫色で美しいので観賞用に栽培もされる。高さ3m程度に成長する。小枝はやや水平に伸びる。低山の森林にごく普通に見られ、特に崩壊地などにはよく育っている。葉は対生で長楕円形、鋭尖頭（先端が少し突き出すこと）、長さ６-１３ｃｍ。細かい鋸歯がある。葉は黄緑で洋紙質、薄くて表面につやはない。初めは表側に細かい毛があることもある。花は６月ごろに葉腋から集散花序を対に出し淡紫色の小花をつける。秋に果実が熟すと紫色になる。果実は直径３ｍｍで球形の核果で枝の上面につく。山地の林内で見られる自生種では果実はまばらに付くことが多い。なお、庭園などに植えられ果実を多くつけ一般にムラサキシキブと言われる品種は殆どコムラサキの改良品種であり、中には白色の実をつけるものもある。
コムラサキ（C. dichotoma）も全体にムラサキシキブによく似ているが、コムラサキの方がこぢんまりとしている。個々の特徴では、コムラサキは葉の先端半分にだけ鋸歯があるが、ムラサキシキブは葉全体に鋸歯があることで区別できる。また、花序ではムラサキシキブの腋生
であるのに対して、コムラサキは腋上生で、葉
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の付け根から数ｍｍ離れた上につく。
なお、山地の林内ではムラサキシキブに似た
ヤブムラサキが見られるが、本種は宮城県以南の暖地に生育する落葉低木。全体に星状毛が多く、さわるとビロード状の手触りがあり、ムラサキシキブとは簡単に区別できる。
　本種は初夏に星状毛に覆われた目立たない花を咲かせ、秋には萼の中から紫色の美しい果実が出てくるが、葉の裏に果実をつけるので目立ちにくい。このような点からムラサキシキブに比べて劣る意味のヤブムラサキという名前を頂戴したものであろう。しかし、葉が落ちた後の果実は秋空に映えてムラサキシキブより美しい。

低山の林縁や明るい林内に生え、根元から分岐し、枝は斜上する。枝には星状毛が密生する。葉は対生。葉身は長さ5～10cm、幅2～5cmの広卵形～楕円形。先端は尾状に長く尖り、基部は円形。縁には小さいが明瞭な鋸歯がある。表面には微毛が散生、裏面には白色の星状毛が多い。葉腋から集散花序を出して、６月ごろ紅紫色の花を2～10個つける。花冠は長さ4～5mm、上部は4裂し、萼片は平開する。萼には白色の軟毛や星状毛が密生する。雄しべは4個、雌しべは1個。果実は核果で直径3～4mmの球形で、１０月鮮ごろ紫色に熟す。下部は毛が密生した萼片に包まれる。

このほか、ムラサキシキブの仲間には、葉が大型となるオオムラサキシキブ、全体にビロード状の毛が多いビロードムラサキシキブなどが
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知られ、また高知県に比較的多いトサムラサキは牧野富太郎が高知県の五台山で採集し，命名したことで有名。
